
 2022年　第36回　ミサワホーム杯争奪親善野球大会 実施要領 R4.8.16

大会名 ミサワホーム杯親善野球大会
協賛 ミサワホーム株式会社（ハウスメーカー）

協力 ㈱一光スポーツ　・㈱ハイゴールド　・シモダスポーツ企画

 日程 10/15（土）立花学園高校～11/23（水祭日）中井球場の期間で実施。
※期間中に秋季関東大会、1年生大会が予定されていますが上記日程で行います。
上記大会に参加されるチームは試合日が重なる場合は上記大会を優先して下さい
棄権する場合はチーム選択とします

 ★試合日は支部、関東大会を考慮し決めますので直前の連絡になります

抽選会 9月10日（土）　19：30～

参加費 １２，０００円　（指定口座に振り込み））　　　納金期限　　9月8日　木曜日　迄

試合開始時刻      第1試合　9時　、　第2試合　11時　、　第3試合　13時　（各会場の事情により変更あり） 

提供 シニア 立花学園 ・中井球場 ・駒沢大高校 ，慶応高校，相洋高校，寒川　，横浜緑
グラウンド 横浜泉，横浜旭　，相模原南　，厚木　，横浜南　，藤沢　，伊勢原　，秦野

リトル 平塚、茅ヶ崎、旭，横浜中央

試合形式 ・トーナメント形式とする。　　　試合は7回戦とし、5回終了を以って正式試合とする。
・4回終了時10点差、5回終了時以降7点差以上の場合コールドゲームとする。
　　ただし、決勝戦はコールドゲームを適用しない。

・試合は100分制限試合とし、5回以降試合開始から100分を超えては新しいイニングに入らず、制限時間

に達した時点でのイニング(表裏)を最終回とし、そのイニング終了時点で同点の場合は、それ以降は
タイブレーク方式を採用する。　但し1回のみとし、1回で試合が決着しない場合は抽選とする

ただし、決勝戦は2時間制限試合を適用する。制限後はタイブレークとする

・荒天・日没 その他の理由により試合続行が不可能となった場合で、まだ試合が成立していない

時には後日前の試合のイニングと経過時間を引き継ぎ、特別継続試合を行なう。

・投手の肘・肩の障害を予防するため、投球数制限を行う1日90球　2日で130球
・ＤＨ制（ピッチャーのみ）及びリエントリーを採用
・他はシニア関東連盟大会規程を用いる

■ リトルリーグに関してはリトルリーグ神奈川連盟規程をを用いる

中止の決定 第1試合の中止の決定はｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ責任者、責任審判員が協議の上、原則当日朝8時以降に決定する。

試合前 グラウンド到着後、速やかに以下を提出の事。
提出 ・メンバー表　・選手登録書（ﾌｭｰﾁｬｰｽﾞｶｯﾌﾟ用）・投球数確認シート・コロナウイルス感染防止シート

　試合球3個
チームの 試合開始予定時刻に不在ﾁｰﾑ及び選手登録書が未提出のﾁｰﾑは、当日の試合、不戦敗となる。　

失格
グラウンド 1試合当たり2,000円をグラウンド提供チームに支払う。
使用料 有料球場の場合は1試合当たり5,000円を責任チームに支払う。

審判 自チームの大会会場に2名の派遣をお願いします。第一試合から参加の事（7：30集合）
責任審判はグランド提供チームの審判長（審判責任者）にお願いします

その他 ・試合球，ロージンは各自提供でお願いします
・試合の選手登録はシニア25名，秋の大会在籍者（中3年，小6年生除く）・リトル19名　
・選手の危険予防及び健康管理については各チームの責任において留意する、
・事故に対する責任は大会実行委員会としては関知しない
・シートノックは後攻めより７分間ずつとする　但し時間が切迫している場合は中止もある
・グランド整備等は各チーム協力して行って下さい
・審判へのお茶出しは対戦チーム交互に行って下さい
・コロナウイルス感染防止対策を確り行う事。関東連盟に準ずる
　　ソウシャルデスタントの実施，ベンチ前挨拶、大声を出さない、ベンチの消毒実施


